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米衛連だより 発  行  令和４年３月１日
米沢市衛生組合連合会

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
公
衆
衛
生

全
般
に
わ
た
っ
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
一
時
収
束
に
向
か
っ
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
デ
ル
タ
株
の
発
生
に
加

え
、
よ
り
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
も
県
内
発
生
し
て
お
り
、
い
ま
だ
に
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
縮
小
・
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
進
ん
で
い
る
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
っ
て
改
め
て
収
束
に
向
か
う
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
新
し
い
生
活
様
式
に
伴
う
自
宅
時
間

の
増
加
は
、
家
族
と
の
時
間
が
増
え
る
一
方
で

運
動
不
足
や
外
出
制
限
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
衛
生
組
合
が
取
り
組
む
健

康
教
室
な
ど
は
、
適
度
な
運
動
や
会
話
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
緩
和
に
寄
与
す
る
活
動
で
す
の
で
、

町
内
会
等
の
小
さ
な
単
位
か
ら
で
も
積
極
的
に

企
画
い
た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
な
い
健
康
づ
く
り
か
ら
健
康
長
寿
日
本
一
に

向
け
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
宅
時
間
の
増
加
は
家
庭
ご
み
の

増
加
に
も
繋
が
り
ま
す
。
不
適
切
な
分
別
は
収

集
車
の
火
災
や
収
集
作
業
の
遅
れ
を
招
き
ま
す

の
で
、
３
月
中
旬
に
全
戸
配
布
さ
れ
る
改
訂
版

の
分
別
冊
子
な
ど
で
も
分
別
ル
ー
ル
を
再
度
確

認
の
う
え
、
適
正
な
分
別
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

米
衛
連
だ
よ
り
発
行
に
よ
せ
て

米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会

会
長
　
渡
部
　
一
雄

こんな時は下記へご相談ください。

家 庭 の
ご み

分別・収集など全般に関すること 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304
粗大ごみの処分（処理料金、収集の案内） 粗大ごみ回収センター 22-5235
テレビ、冷蔵・冷凍庫、エアコン、洗濯・乾燥機の処分 郵便局でリサイクル券を購入し、㈱原幸商店に搬入
直接搬入する場合（搬入できるごみかの確認など） 千代田クリーンセンター 0238-57-4004

収 集 所
新設・移設・廃止（事前にご相談ください）。 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304
自分が利用する収集所がわからない 各町内会、自治会、アパート管理者等

企業・業者
の ご み

産業廃棄物 置賜総合支庁環境課 26-6034
事業系一般廃棄物（産業廃棄物以外） 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304

動 物 に 関
す る こ と

犬の登録に関すること、狂犬病予防注射 環境生活課環境担当 内線3301、3302
大型獣の出没など（人身被害に関すること） 環境生活課環境担当 内線3301、3302
動 物 の
救 護

犬や猫などのペット 置賜保健所 22-3000
野生鳥獣 環境生活課環境担当 内線3301、3302

被 　 害
農林業被害やその対策に関すること 森林農村整備課農村振興担当 内線4406
騒音・フン害などの環境被害 窓口は動物の救護と同じ区分です。

動 物 の
死 体

市道・県道・国道（121号、287号）・公共施設 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304
国道13号線や高速道路（国土交通省：＃9910、ネクスコ東日本：022-226-0631）
※私有地の場合は千代田クリーンセンターに直接搬入するか、一般廃棄物収集運搬業許可業者に相談してください。

地 域 活 動
へ の 支 援

町内会等でごみ拾い ごみ袋の提供・ごみ袋の回収 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304

町内会等で川そうじ、泥・土砂上げ
※私有地や土地改良区の管理場所等は除きます

土のう袋の回収 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304
側溝のふたを開ける 土木課維持担当 内線4712

違 反 行 為

不 法
投 棄

不法投棄110 置賜総合支庁環境課 26-6034
米沢市担当窓口 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304

野 焼 き
煙・火が確認できる 米沢消防署 119、23-3108
米沢警察署 米沢警察署 26-0110
米沢市担当窓口 環境生活課廃棄物対策担当 内線3303、3304

米沢市役所 0238-22-5111
米沢市の担当課は、内線番号のみ記載しています。



令
和
３
年
12
月
17
日
に
第
１
回
指
導
者
研

修
会
が
、
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
講
演
と
研
修
の
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、

各
支
部
か
ら
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

始
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
消
費
生
活
相

談
員
の
鈴
木
里
佳
氏
よ
り
「
未
来
を
変
え
る

エ
シ
カ
ル
消
費
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
エ
シ
カ
ル
と
は
、
倫
理
的
な
と
い
う

意
味
で
、
環
境
・
人
・
社
会
に
配
慮
し
た
商

品
を
購
入
・
消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
市
内
の

障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
廃
油
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
石
け
ん
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
米
衛
連
も
推

進
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
は
、
ご
み

の
減
量
化
だ
け
で

な
く
障
が
い
者
雇

用
な
ど
他
者
の
幸

せ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

続
く
研
修
で
は
、
事
務
局
（
環
境
生
活

課
）
よ
り
今
年
度
の
米
衛
連
事
業
報
告
、
本

市
の
廃
棄
物
対
策
や
処
理
の
流
れ
、
不
法
投

棄
対
策
と
な
る
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
活
用
法

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

可
燃
性
ご
み
の
収
集
運
搬
が
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
、
１
日
あ
た
り
約
１
１
５
０
か
所
の

ご
み
収
集
所
に
対
し
、
９
台
の
作
業
車
で

行
っ
て
お
り
、
１
台
あ
た
り
、
約
１
３
０
か

所
、
１
収
集
所
あ
た
り
の
作
業
時
間
は
約
４

分
だ
そ
う

で
す
。
こ

の
体
制
は
、

収
集
・
運

搬
の
経
費

を
抑
制
す

る
た
め
に

出
来
る
限

り
作
業
を

効
率
化
し

た
も
の
で

あ
り
、
利

用
者
の
少

な
い
収
集

所
の
新
設

や
合
鍵
管

理
、
再
回

収
な
ど
の

作
業
追
加

を
行
う
と
、

時
間
内
に
収
集
が
終
わ
ら
な
く
な
っ
た
り
、

経
費
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
み
出
し
が
大
変
な
高
齢
者
の
た

め
の
施
策
と
し
て
、
市
高
齢
福
祉
課
が
実
施

す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
、

１
時
間
あ
た
り
80
円
で
ご
み
出
し
の
補
助
な

ど
を
行
う
、
生
活
援
助
員
の
派
遣
事
業
の
紹

介
も
あ
り
ま
し
た
。

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
は
、
不
法
投
棄
防
止
対

策
と
し
て
有
効
な
手
段
で
す
が
、
設
置
や
管

理
が
大
き
な
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
米
衛
連
事
業
で
初
め
て
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
支
部
で
も
適
切
に
運
用

で
き
る
よ
う
に
活
用
方
法
な
ど
を
学
習
し
ま

し
た
。

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、
ス
ト
レ

ス
と
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
（
ス
ト
レ
ス
に

対
応
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
）
が
大
切
で
す
。

適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
こ
こ
ろ
に
は
り
を
与

え
、
活
力
の
源
と
な
り
ま
す
が
、
た
め
す
ぎ

る
と
こ
こ
ろ
や
体
の
調
子
を
崩
し
て
し
ま
う

原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
に
は
、
自
分
が
受

け
て
い
る
ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
、
柔
軟
に
受

け
止
め
る
の
が
第
１
歩
で
す
。

自
分
の
体
や
こ

こ
ろ
の
状
態
を
理

解
し
て
頑
張
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
レ
ス
の
原
因
は

「
ス
ト
レ
ス
」
と
言
う
と
人
間
関
係
や
仕

事
の
悩
み
、
健
康
問
題
、
借
金
、
死
別
な
ど

悪
い
こ
と
ば
か
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
結
婚
、
転
職
、
昇
進
、
進
学
、

卒
業
な
ど
、
嬉
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
場
合
に

も
無
意
識
の
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
こ
こ
ろ
や
体
の
声
に
耳
を
傾
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
体
と
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン

・
体
の
サ
イ
ン

不
眠
、
食
欲
不
振
、
過
食
、
頭
痛
、

腹
痛
、
下
痢
、
便
秘　

な
ど

・
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
怒
り
っ
ぽ
い
、

人
付
き
合
い
を
避
け
る
、
無
関
心
、

意
欲
低
下
、
涙
も
ろ
い　

な
ど

●
今
日
か
ら
で
き
る
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

一
日
三
食
・
腹
八
分
目

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意

・
気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
す

・
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

起
床
時
間
と
就
寝
時
間
は
一
定
に

・
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
で
ほ
っ
と
一
息

・
体
調
や
こ
こ
ろ
の
不
調
が
続
い
て
い
る
時

に
は
相
談
を

◆◆
◆◆  

指
導
者
研
修
会

指
導
者
研
修
会  

◆◆

◆◆

ゴミ収集場所

Garbage BagGarbage Bag
Garbage Bag

ゴミ収集場所

Garbage BagGarbage Bag
Garbage Bag

午前 7：30まで（ごみ出しの時間）
○各家庭から、収集所へごみが出されます。
　収集所は各町内会や衛生組合などが管理
　しています。

午前 7：30～午後 3：30頃まで（回収の時間）
○業者が各収集所から収集します。
　収集所と高畠町にある千代田クリーンセンターを
　何度も往復して収集します。

千代田クリーンセンター
（置賜広域行政事務組合HPより）

米沢市　健康課
成人保健担当
TEL  24-8181

【こころの悩みや病気に
ついて相談したい時には】
　心の健康相談

統一ダイヤル（内閣府）　
☎0570-064-556

  

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に



　

市
環
境
生
活
課
の
使
用
済
小
型
電
子
機
器
回

収
事
業
と
し
て
、
市
内
６
つ
の
コ
ミ
セ
ン
に
回

収
ボ
ッ
ク
ス
が
輪
番
設
置
さ
れ
、
米
衛
連
も
回

収
に
協
力
し
ま
し
た
。
今
回
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

型
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
大
型
機
器
を
対
象
と
し
な

か
っ
た
た
め
に
回
収
量
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

市
役
所
か
ら
遠
方
の
住
民
な
ど
か
ら
は
好
評
で

し
た
。

　

次
年
度
以
降
は
大
型
機
器
の
み
を
対
象
と
す

る
対
面
回
収
と
の
併
用
も

検
討
さ
れ
て
お
り
、
米
衛

連
で
は
今
後
も
同
事
業
に

協
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、

支
部
や
地
域
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
推
進
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

関
支
部
は
、
米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会

が
昭
和
52
年
に
旧
体
制
か
ら
現
体
制
へ
移

行
し
た
当
初
か
ら
の
構
成
支
部
で
す
が
、

令
和
３
年
度
末
を
も
っ
て
南
原
支
部
と
合

併
し
、
関
支
部
と
し
て
の
活
動
は
区
切
り

を
迎
え
ま
す
。
最
終
年
度
と
な
る
今
年
度

の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

支
部
長　

岡
 
崎
 　

正

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
始
ま
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
最
小
限
の
感

染
に
収
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
感

染
拡
大
の
懸
念
か
ら
様
々
な
地
域
活
動
が
停

滞
し
て
い
ま
す
が
、「
衛
生
組
合
の
活
動
停

止
に
よ
っ
て
地
域
が
失
う
も
の
は
あ
ま
り
に

大
き
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
関
支
部
で
は
コ

ロ
ナ
状
況
下
で
も
出
来
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。始

め
に
、
環
境
美
化
活
動
と
し
て
、
舟
坂

峠
ト
ン
ネ
ル
か
ら
白
布
温
泉
ま
で
の
10
数
キ

ロ
を
対
象
に
、
春
と
秋
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
区
間
は
、
10
年
前
に
軽

ト
ラ
ッ
ク
約
３
台
分
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
１
台
分
に
も
満
た
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
長
年
継
続
し
て

き
た
ゆ
え
の
成
果
で
あ
り
、
こ
の
活
動
は
地

域
の
環
境
美
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
保
健
衛
生
活
動
と
し
て
毎
年
２
回

開
催
し
て
い
る
健
康
教
室
は
開
催
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
当
地
区
で
は
定
期
健
診
の
受

診
率
が
低
い
た
め
、
健
康
教
室
に
代
え
て
定

期
健
康
診
断
受
診
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

健
康
教
室
は
、
地
域
住
民
が
医
療
関
係
者
か

ら
の
助
言
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

貴
重
な
き
っ
か
け
で
あ
る
た
め
、
次
年
度
以

降
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
役
員
研
修
と
し
て
、
保
健
師
か

ら
「
免
疫
力
を
上
げ
る
食
生
活
」
に
つ
い
て

受
講
し
ま
し
た
。
研
修
後
は
、
塩
分
・
カ
ロ

リ
ー
・
腸
内
環
境
な
ど
の
話
題
に
よ
る
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
健
康
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
を
支
え
る
食
生
活
の
大
切
さ
を
改
め
て

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
本
市
が
掲
げ
る
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指

し
た
活
動
を
、
地
区
民
み
ん
な
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生

活
習
慣
や
価
値
観
は
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

衛
生
組
合
の
活
動
意
義
は
よ
り
高
ま
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊

か
に
す
る
た
め
、
私
た
ち
が
受
け
継
い
だ
自

然
環
境
や
生
業
を
次
世
代
に
残
す
た
め
、
衛

生
組
合
の
活
動
が
更
に
活
発
化
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

関
支
部
の
活
動
報
告

関
支
部
の
活
動
報
告

品目
回　　収　　量

コミセン 市役所
（平日）

市役所
（土日）

携帯電話 10㎏
（106台）

13kg
（144台）

３kg
（41台）

スマート
フォン

４㎏
（30台）

５kg
（44台）

１kg
（11台）

ノート
パソコン

252㎏
（97台）

310kg
（120台）

72kg
（28台）

そ の 他 174㎏ 121kg 36kg
計 440kg 449kg 112kg

事業期間：令和３年10月１日〜10月24日

＜R３の数値＞ イベント：コミセンと市役所（土日）の回収量　440kg+112kg＝552kg
  ボックス：市役所（平日）の回収量＝449kg（10月）+239kg（４月～９月）＝688kg

1,000kg

0kg

2,000kg

3,000kg

4,000kg

H29 H30 R１ R２ R３（４～10月）

イベント
ボックス

回収量の推移
（令和３年10月末現在）

2,070kg

1,032kg

3,102kg
3,819kg

2,884kg

622kg
1,240kg2,413kg

1,406kg

2,065kg

819kg

622kg

米沢市の小型家電回収量推移

552kg

688kg

小
型
電
子
機
器
の
回
収

小
型
電
子
機
器
の
回
収



発
行
年
月
日
／
令
和
４
年
３
月
１
日　
　

発
行
／
米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会　
　
事
務
局
・
米
沢
市
金
池
五
丁
目
二
番
二
十
五
号　

米
沢
市
役
所
市
民
環
境
部
環
境
生
活
課
内　

０
２
３
８
・
２
２
・
５
１
１
１
（
内
線
３
３
０
３
）

米衛連の事業

※納入いただいた組合費はこのように活用されています。

米衛連役員

※米衛連だより編集委員は上記役員が兼ねております。

会 　 長　　渡 部 一 雄（窪田）
副 会 長　　岡 村 康 郎（南原）

〃 　　岡 崎 　 正（ 関 ）
〃 　　遠 藤 新 悟（松川）
〃 　　尾 形 一 子（窪田）

監 　 事　　小 林 秀 一（南部）
〃 　　綿 貫 藤 雄（中部）
〃 　　高 橋 利 和（西部）

　

令
和
３
年
11
月
１
日
よ
り
、
ご
み
の
分
別

が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
分
別
誤
り

な
ど
で
回
収
さ
れ
ず
、
収
集
所
に
残
さ
れ
る

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
な

か
っ
た
ご
み
は
出
し
た
人
が
必
ず
回
収
し
、

収
集
所
に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
変
更
内
容
が
反
映
さ

れ
た
分
別
冊
子
が
広
報
よ
ね
ざ
わ
３
月
15
日

号
に
折
り
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
分
別
方
法
の

再
確
認
と
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

適
正
な
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

適
正
な
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
害
防
止
を
目
的
と
す
る
環
境

美
化
活
動
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

を
考
慮
し
、
今
年
度
は
街
頭
で
の
配
布
に
代
わ

り
、
飼
主
マ
ナ
ー
向
上
を
啓
発
す
る
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
製
作
し
、
市
内
３
つ
の
動
物
病

院
（
北
條
動
物
病
院
、
さ
く
ら
ぎ
動
物
病
院
、

佐
藤
ひ
さ
し
動
物
病
院
）
と
市
役
所
環
境
生
活

課
の
窓
口
に
設
置
し
ま
し
た
。
病
院
の
来
院
者

や
犬
登
録
手
続
き
な
ど
の
来
庁
者
に
配
布
す
る

こ
と
で
、
飼

主
マ
ナ
ー
の

さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
し

ま
し
た
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
事
業

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　

今
年
度
、
市
環
境
生
活
課
が
設
置
し
た
カ

メ
ラ
に
、
不
法
投
棄
と
み
ら
れ
る
映
像
が
撮

影
さ
れ
、
米
沢
警
察
署
へ
の
相
談
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

米
衛
連
に
お
い
て
も
、
不
法
投
棄
防
止
策

と
し
て
、
多
く
の
支
部
に
て
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
、
各
支
部
で
の

活
用
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
防
止
対
策

不
法
投
棄
防
止
対
策

受彰者のご紹介

●
市
長
感
謝
状
（
個
人
１
名
）

�

遠　

藤　

勝　

彦
（
南
部
）

●
米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会

会
長
表
彰
（
団
体
１
組
、
個
人
４
名
）

�

芳
泉
町
窪
倉
豊
心
会
（
松
川
）

�

色　

部　

文　

雄
（
北
部
）

�

神　

足　

万
里
子
（
南
部
）

�

吉　

田　

和　

子
（
西
部
）

�

八　

巻　

定　

幸
（
西
部
）

�

（
敬
称
略
）

　米衛連では、生活環境の整備と市民衛生思想の高揚
を図るため次のような事業に取り組んでいます。

１　指導者の育成と組織の強化
　（1）研修会を開催し地区指導者の育成を推進
　（2）各種大会、研修会への参加
　（3）各支部へ組織育成のための助成
　（4）広報紙による啓蒙活動

２　支部活動への助成
研修会、環境美化運動、健康教室及び環境保全等
の支部活動推進のための助成

３　実践活動
　（1）環境衛生に関すること
①ペット（犬、猫）の排泄物の適正処理及び飼い主
のモラル向上のための指導

　　②ごみ収集所の適正管理
　　③不法投棄防止の啓発
　　④地球温暖化防止活動の実践・啓発
　　⑤簡易包装等による省資源生活の普及・啓発

　（2）保健衛生に関すること
　　各種健診の受診啓発

＜令和３年度事業費の内訳＞
市補助金
 2,390,000円

組合費
 2,366,000円
 ＠100円×23,660世帯

収 入
5,060,200円
支 出

5,060,200円

雑収入  488円
繰越金　
 149,712円

予備費　
10,000円

基金取り崩し　
 154,000円
　総務費　
　265,000円
置賜衛連負担金40千円
通信費　　　　80千円
事務消耗品　　88千円 他 組織活動育成費　

 2,835,200円
支部育成費　2,466千円
広報費　　　　280千円 他

 公衆衛生対策費　
 1,950,000円
米衛連事業費　150千円
支部助成金　1,800千円

受彰者の皆様、誠におめでとうございます。


